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     地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所　中期目標（素案）・中期計画（素案）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 中期目標（素案）　修正後
	   中期計画（素案）　修正後

	【Ｐ８関連】
 (5)　インキュベーション施設を活用した起業家・中小企業等への成長支援
インキュベーション施設を活用し、産技研が起業家や新たな事業展開をめざす中小企業等の事業化・実用化を支援する。
【Ｐ９関連】
３　研究開発の推進

産技研は、戦略的なテーマに絞って研究開発を行う。効果的に研究開発を進め、より大きな成果を得るため、必要に応じて企業・大学との共同研究、産学官連携研究を進めていく。

また、中小企業自らが共同研究に参画することや研究開発成果を企業の技術革新や製品開発に活かしていくよう、積極的に提案するものとする。

【Ｐ１８関連】
(3)　個人情報保護と情報セキュリティ
顧客の権利利益の保護を図るため、個人情報、企業活動に関する情報を厳正に取り扱い、情報管理を徹底する。
	【Ｐ８関連】

 (5)　インキュベーション施設を活用した起業家・中小企業等への成長支援

起業家や新たな事業展開をめざす中小企業等のインキュベーション施設への入居を促進し、産技研の設備機器の活用や、専門職員による技術支援、外部機関による経営支援など、産技研が事業化・実用化をきめ細かくサポートすることにより、ものづくり人材の育成と産技研発の新技術開発につなげるとともに、さらにインキュベーション施設の有効活用を図る。

【Ｐ９関連】

３　研究開発の推進

重点的に研究開発を行う分野は次のとおりとし、戦略的なテーマに絞って実施する。
・　高付加価値製品を製造するための高度基盤技術

・　ナノテクノロジーによる新製造技術（精密・微細加工等）

・　新エネルギー関連技術（リチウム電池等電池関連部品等）

・　環境対応技術（省エネルギー、生活環境等）

・　生活支援型産業関連技術（医療・介護用機器等）

なお、研究開発のテーマの選定にあたっては、社会経済情勢の変化等に弾力的に対応する。

【Ｐ１８関連】

(3)　個人情報保護と情報セキュリティ
大阪府個人情報保護条例（平成８年大阪府条例第２号）の実施機関として、個人情報の保護に関し、必要な措置を講じるなど、責務を果たす。

また、企業からの相談内容、研究の依頼内容などの情報の漏洩が起こらないよう、組織的に取り組むほか、職務上知ることができた秘密を漏らすことのないよう、職員教育を徹底する。さらに、電子媒体等を通じて情報の漏洩がないよう、情報セキュリティポリシーを策定し、職員に遵守させる。
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